











































































































































































































































































































ジェスチャー 自 動 制 御 アンバランス 感 性 表 現
表 示 技 術 可 視 化 精 密 操 作 象 徴 的 表 現
音 声 操 作 表 示 装 置 生 体 認 証
表1　シーン抽出・整理に用いた項目
項　　　目 説　　　明
タ イ ト ル シーンに付けた名前
注 目 シ ー ン 代表的なシーン画像
ポイント・解説 当該シーンの簡単な説明
カ テ ゴ リ 分類に利用する評価軸
時 間 当該シーンの開始時間および終了時間
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